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学 校 だ よ り 
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Catalyst ～化学反応を引き起こす「触媒」としてイノベーションを誘発する～ 

校 長  駒 崎  彰 一 

本年度も授業において「学び」を変える実践を試行錯誤の中で進めてきました。 

教師が一斉に「教える」これまでの日本伝統の授業デザインから、学習者が主体的に（学びの当事者と）なり、

明確な課題意識をもって、多様な他者とともにコラボレーション（試行錯誤）することで課題を解決する授業デザイ

ンへの大きな転換を目指しています。 
 

このような中で「教師」の役割（立ち位置）が変わってきています。これまでの・・・ 

Teacher   ティーチャー：集団にある学習者に、わかりやすく教える（伝える）という役割だけでなく、  

Coach     コーチ：学習者の強みを引き出し、成長の手助けをする。 

Mentor    メンター：個々の学習者に寄り添い、適切な方向づけをする。 

Facilitator ファシリテーター：学習者の対話を引き出しながら合意形成を促進する。 

Generator ジェネレーター：学習者とともに対話し課題解決に参画する。 

など学習者と「伴走」することで課題解決に導くという役割に変化してきています。 
 

先月の「学校だより」にて一部を紹介しましたが、本校で１月から Teachers Learning Dayで実施している

教員研修「インテル® Skills for Innovation」。この研修は、変化の激しい未来社会を多様な他者とともに「進化

を続けるテクノロジー」を駆使して、課題解決にあたるスキルを育成するための理論について、模擬授業等を通し

て体感することができる教員研修です。この研修プログラムの中に「Catalyst」というキーワードがあります。     

「Catalyst」とは、日本語に訳すと「触媒」。化学反応を促進する物質のことです。 
 

対話を中心とした授業を展開する中で、学習者の対話によって教師の予想をはるかに超える質の高い「学び」

が引き起こされることがあります。「学びの化学反応」と捉えることができます。このような「化学反応」を意図的に

起こす「Catalyst」としての役割が教師に求められています。教師が「Catalyst」としての役割を果たし「学びの

化学反応」を連続して引き起こすような「新たな学び」を構築していきたいと考えています。まさに「学びのイノベー

ション」です。 
 

Innovation（イノベーション・革新）を誘発する要因について、オーストリア出身の経済学者ヨゼフ・シュンペー

ターは「それまでとは異なる仕方で新結合すること」と定義しています。（イノベーションの原点）。シュンペーターが

「新結合」と定義しているように、イノベーションを誘発するには、様々な「結合」が重要になります。つまり、様々な

人材が結合（コラボレーション）することによりイノベーションが引き起こされるという事になります。 
 

イノベーションには「多様性」と「寛容性」が非常に重要であるとも言われています。価値観の近い学習者が集

団に揃っていると、この集団は現状維持がしやすく安定性があります。しかし、こういった安定感のある環境はイノ

ベーションが起きにくい状態と言われています。学習者の価値観、文化的背景、経験などの多様性が反映される

状態のほうが「新結合」が生じやすくイノベーションは誘発されやすくなるはずです。 

「ダイバーシティー & インクルージョン」。 ダイバーシティーは「多様性」であり、インクルージョンはそれを受け

入れる「寛容性」です。学習者として多様な人たちを尊重し受け入れ、その個性を寛容して活かしていく。このよう

な「学び」の創造が、これからの「授業デザイン」にとって重要になると考えています。 

このために教師が、そして学校全体が、さらには地域全体で子供たちの「学び」にとっての「Catalyst」としての

役割を果たすことができる環境を構築していきたいと考えています。 
 

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/haragaij


きれいな渋谷プロジェクト ｗｉｔｈ 原宿外苑中学校 

本年度 2 回目となる「きれいな渋谷プロジェクト」https://kireinashibuya.hp.peraichi.com/ と

本校生徒会とのコラボ企画。トングとゴミ袋での渋谷伝統の地域清掃活動です。今回は、

土曜授業日 2月 17日の 1校時に実施しました。 

 

教員研修 インテル® Skills for Innovation  

Teachers Learning Dayの取組。海外で展開されている教員研修「Skills for Innovation」を日本初

の導入。 https://skillsforinnovation.intel.com/landing/index-Japanese.html#what_is_intel  1 月の研修に続き２日目となりまし

た。先端技術（テクノロジー）を使ってみました。教員研修も進化です。 

 

https://kireinashibuya.hp.peraichi.com/
https://skillsforinnovation.intel.com/landing/index-Japanese.html#what_is_intel


 

原外カフェ 

Teachers Learning Day にて教員が学びを深めている中、地域の民生委員・主任児童員を中心とした

「原外カフェサロン運営委員会」が行う「原外カフェ」今回で記念すべき１０回目の開催となりますが初の雨

天。室内のみでの運営になりました。定期考査直前でしたが 70名以上の参加がありました。 
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女子バレーボール部  令和 5年度渋谷区中学校冬季バレーボール大会 第 3位 
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